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６
月
12

日
に
本
校
体
育
館

で
校
内
家
庭
ク
ラ
ブ
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
行

事
計
画
や
予
算
案
等
の
協
議
が

行
わ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
家
庭

ク
ラ
ブ
会
長
の
松
﨑
蒔
さ
ん
、

副
会
長
の
松
元
綾
乃
さ
ん
が
家

庭
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て
発
表

を
行
い
ま
し
た
。 

        
 

本
校
で
は
昨
年
か
ら
「
和
食
」

を
広
め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

み
そ
汁
ク
イ
ズ
、
学
校
産
き
ゅ

う
り
の
酢
の
物
、
コ
ー
ン
入
り

白
和
え
、
学
校
産
な
す
の
煮
浸

し
、
黒
米
入
り
丸
ぼ
う
ろ
作
り

を
昨
年
度
は
行
い
ま
し
た
。
今

年
５
月
に
は
和
食
コ
ン
テ
ス
ト

が
あ
り
、
一
位
に
中
さ
ん
の
「
超

簡
単
２
種
類
の
マ
グ
ロ
丼
」、
二

位
に
笠
野
さ
ん
の
「
簡
単
時
短

な
牛
丼
定
食
」
、
三
位
に
松
﨑
さ

ん
の
「
超
簡

単
ウ
チ
の
ご

飯
」
が
選
ば

れ
、
総
会
時

に
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

家
庭
ク
ラ
ブ
で
は
校
内
に
お

い
て
、
お
菓
子
作
り
講
習
会
や

文
化
祭
で
の
小
物
・
食
物
バ
ザ

ー
を
例
年
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
研
究
活
動
を
充
実
さ

せ
、
11
月
の
研
究
発
表
大
会
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
今
後
も
、
役
員
の
生
徒
が

中
心
と
な
っ
て
、
ク
ラ
ブ
員
全

員
で
楽
し
い
活
動
に
し
て
い
く

計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。 

     

６
月
13
・
14
日
に
か
ご
し
ま

県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
に

生
徒
９
名
が
本
校
の
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本

大
会
は
、
来
年
実
施
さ
れ
る
農

業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
発
表
会
の
プ
レ
大
会
を

兼
ね
て
お
り
、
運
営
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
本
校
２
年
生
全
員
と
１

年
生
の
多
く
が
参
加
し
、
慣
れ

な
い
会
場
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

心
の
こ
も
っ
た
運
営
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。 

昨
年
度
か
ら
、
区
分
が
分
野

Ⅰ
類
（
生
産
・
流
通
・
経
営
）
、

分
野
Ⅱ
類
（
開
発
・
保
全
・
創

造
）
、
分
野
Ⅲ
類
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン

サ
ー
ビ
ス
）
の
３
区
分
に
変
更

に
な
っ
て
お
り
、
本
校
か
ら
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
部
門
に
３

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
ご
ろ
の

研
究
の
成
果
を
立
派
に
発
表
し

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年

は
意
見
発
表
部
門
が
６
月

27
・
28
日
、
宮
之
城
文
化
セ
ン

タ
ー
で
の
別
日
開
催
と
な
り
、

３
名
が
出
場
を
果
た
し
て
い
ま

す
。 

 

大
会
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表 

優
秀
賞 

分
野
Ⅰ
類
（
生
産
・
流
通
・
経
営
） 

 

サ
ワ
ー
ポ
メ
ロ
の
産
地
復
活
～

更
新
剪
定
で
問
題
解
決
～ 

農
業
経
営
科
３
年 

 

松
﨑
咲
千
佳
（
串
木
野
中
） 

神
原
誠
（
武
岡
中
） 

前
田
航
一
朗
（
串
木
野
西
中
） 

優
秀
賞 

分
野
Ⅱ
類
（
開
発
・
保
全
・
創
造
） 

ツ
バ
キ
を
使
っ
た
環
境
改
善
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト 

家
畜
に
も
人
に

も
優
し
い
畜
舎
の
あ
り
方
を
考

え
て 

生
物
工
学
科
２
年 

 

松
本
凜
（
谷
山
北
中
） 

山
口
あ
や
め
（
谷
山
北
中
） 

有
村
鈴
音
（
伊
集
院
中
） 

生
物
工
学
科
１
年 

福
滿
陽
菜
（
谷
山
北
中
） 

優
秀
賞 

分
野
Ⅲ
類
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
） 

地
元
発
祥
産
物
の
未
利
用
資
源

を
活
用
し
た
食
文
化
の
継
承
活

動
で
地
域
活
性
を 

農
業
経
営
科
３
年 

 

旭
龍
人
（
西
紫
原
中
） 

坂
下
綾
菜
（
川
内
南
中
） 

佐
野
正
幸
（
武
中
） 

意
見
発
表 

優
秀
賞 

分
野
Ⅰ
類
（
生
産
・
流
通
・
経
営
） 

私
が
考
え
る
食
糧
生
産 

生
物
工
学
科
３
年 

 

松
木
美
樹
（
米
ノ
津
中
） 

          

６
月
20
日
、
生
活
科
２
年
の

「
生
物
活
用
」
の
授
業
で
、
外

部
講
師
東
久
志
先
生
に
よ
る
フ

ラ
ワ
ー
装
飾
実
技
指
導
が
あ
り

ま
し
た
。
生
徒
達
は
花
束
を
作

っ
た
り
、
実
際
に
吸
水
性
ス
ポ

ン
ジ
に
花
を
生
け
て
い
ま
し
た
。

「
習
う
よ
り
慣
れ
よ
」
で
す
。

フ
ラ
ワ
ー
装
飾
技
能
検
定
に
向

け
て
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。 

      

県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟 

各
種
発
表
大
会 

市来農芸 
だ よ り 

家
庭
ク
ラ
ブ
総
会 
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代
を
生
き
抜
く
た
め
に

も
、
普
段
の
授
業
を
大
切

に
し
、
基
礎
学
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
は
大
切
な
こ

と
で
す
が
、
人
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
も
必
要

で
す
。
ま
ず
、
相
手
の
話

を
聞
く
こ
と
。
話
を
聞
い

て
、
考
え
て
行
動
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
。
高
校

時
代
に
は
、
将
来
後
悔
し

な
い
よ
う
に
、
有
意
義
な

高
校
生
活
を
送
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

  
６
月
６
日
午
前
中
、
２
・
３

年
生
で
重
信
川
の
清
掃
作
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
各
学
年
が

二
時
間
ず
つ
分
担
し
て
、
学
校

の
近
く
を
流
れ
る
重
信
川
の
土

手
を
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
、
刈
払
機(

全
員
資
格

取
得
済)

で
土
手
の
草
払
い
や
、

熊
手
や
フ
ォ
ー
ク
等
で
集
草
を

し
、
重
信
川
の
景
観
を
よ
く
し

よ
う
と
頑
張
り
ま
し
た
。
周
囲

の
住
民
の
方
々
も
喜
ん
で
い
ま

し
た
。 

 

                 

    

「
高
校
時
代
に
学
ぶ
こ
と
」 

前
田 

雅
大 

 

 

４
月
に
国
分
中
央
高
等
学
校

か
ら
市
来
農
芸
高
等
学
校
に
赴

任
し
ま
し
た
。
市
来
農
芸
高
等
学

校
に
赴
任
し
て
、
気
持
ち
の
よ
い

元
気
な
あ
い
さ
つ
や
部
活
動
に

頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
と
て

も
感
心
し
ま
し
た
。 

さ
て
、
み
な
さ
ん
は
、
人
工
知

能
（
Ａ
Ｉ
）
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
先
日
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
囲
碁
の
対
決

で
人
間
に
勝
利
し
た
な
ど
新
聞

記
事
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
Ａ

Ｉ
を
利
用
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
開
発

も
め
ざ
ま
し
く
、
二
足
歩
行
や
会 

            

話
を
し
た
り
、
受
付
業
務
を
し
た

り
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
も
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
技

術
の
進
歩
で
、
10
～
20
年
後
に

は
今
あ
る
仕
事
の
49
％
が
Ａ
Ｉ

で
代
替
可
能
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
は
、
人
口
減
で
、

将
来
の
人
手
不
足
を
補
う
に
は
、

良
い
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

仕
事
場
が
な
く
な
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
危
機
感
を
持
っ
た

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 
 
 

単
純
作
業
や
煩
雑
な
計
算
、
デ

ー
タ
分
析
・
統
計
作
業
な
ど
は
、

Ａ
Ｉ
が
得
意
な
と
こ
ろ
で
す
。
し

か
し
、
創
造
的
な
職
業
や
、
人
の

心
を
相
手
に
す
る
職
業
、
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

が
必
要
と
さ
れ
る
職
業
は
、
Ａ
Ｉ

に
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
み
な
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
な
時 

            

                               

 

９日（水）第60回九州学校農業クラ 

ブ連盟発表大会大分大会 

～10日（木） 

26日（土）危険物取扱者試験 

８月の主な行事 

重
信
川
河
川
愛
護
作
業 

２日（日）全商ビジネス文書実務 

検定 

第１回実用英語技能検定 

（２次） 

３日（月）期末考査最終日 

     薬物乱用防止教室 

６日（木）県フラワーデザイン 

競技会 

８日（土）家庭科技術検定実技試験 

（食物２級） 

10日（月）全校朝礼、服装容儀指導 

生徒会・農ク役員改選 

11日（火）文字力テスト３ 

13日（木）県農業鑑定競技会 

15日（土）家庭科技術検定実技試験 

    （被服３級） 

16日（日）フラワー装飾技能検定 

     園芸装飾技能検定 

18日（火）クラスマッチ 

19日（水）１学期末ＰＴＡ 

20日（木）終業式 

21日（金）家庭科技術検定実技試験 

（被服２級） 

24日（月）中学生宿泊体験学習 

～25日（火） 

24日（月）農ク九連リーダー研修会 

～26日（水） 

29日（土）鹿児島県畜産共進会 

 ～30日（日） 

７月の主な行事 

職
員
コ
ラ
ム 

農芸市場開催日：４日、１１日、１８日の（火）のみ    

販売時間： １４：００～       ＜加工品＞ 

販売予定品目                 麦味噌（１kg）・・・３５０円 

＜野菜＞                   豚味噌（１８０g）・・・２５０円 

 キュウリ、オクラなど・・・各袋１００円   イチゴジャム（１瓶）・・・２５０円 

＜卵＞                    梅ドリンク、ミカンジュース（１９０mℓ）・・・１００円 

 Ｌサイズ・・・２２０円           梅エキス（４０g）１０００円 

 Ｍサイズ・・・２００円          ＜花類＞苗ものはハウスにて販売いたします。 

〈肉類〉１８日頃予定  

豚肉（各２５０g 入り４２０円～５００円）  

  ヒレカツ用、ロースとんかつ用、肩ロースとんかつ用、バラ焼肉用、バラしゃぶ用、モモしゃぶ用 

７月の農芸市場のお知らせ 


